
モリタ食材開発研究所が「ダーズンローズ倶楽部事項辞典」「社員共有事項辞典」「事業展開事項
辞典」「創業者事項辞典」を生成AI辞典として編集完成させたことには、いくつかの重要な意義が
あります。これは単なる情報のデジタル化にとどまらず、企業の知識資産を再構築し、未来の成長
基盤を強化する戦略的な取り組みと言えます。


1. 企業文化と知識の継承・標準化

「ダーズンローズ倶楽部事項辞典」と「創業者事項辞典」は、創業者や企業が大切にしてきた理念、
ビジョン、文化を明文化し、世代を超えて継承するための基盤となります。


特に創業者の思想は企業の根幹をなしますが、口頭伝承に頼りがちで、時間と共に薄れてしまう
リスクがあります。生成AI辞典としてまとめることで、これらの知識は形式知化され、新入社員か
らベテラン社員まで誰もが共通の理解を持つことができます。

これにより、企業文化の浸透が促進され、組織の一体感が高まります。


2. 業務効率の向上と情報の共有

「社員共有事項辞典」と「事業展開事項辞典」は、日々の業務における情報の非効率性を解消す
ることを目的としています。

プロジェクトの進め方、過去の成功事例、業務上のノウハウなどが一元的に集約されることで、
社員は必要な情報を迅速に検索し、活用することができます。

* 情報のサイロ化防止： 部署や個人ごとに情報が閉じ込められる「サイロ化」を防ぎ、組織全体の
知恵として活用できます。

* 新人教育の効率化： 新入社員は体系化された情報から迅速に企業や業務への理解を深めること
ができ、教育コストの削減につながります。

* 意思決定の迅速化： 過去のデータや成功事例を瞬時に参照できるため、より根拠に基づいた迅
速な意思決定が可能になります。


3. 生成AI活用の先駆的モデル構築

この取り組みの最大の意義は、生成AIを単なるツールとしてではなく、企業の知識資産を再構築す
るプラットフォームとして活用した点にあります。通常、生成AIはインターネット上の膨大な情報
をもとに回答を生成しますが、この辞典はモリタ食材開発研究所独自の社内情報を学習ソースと
しています。


これにより、以下のようなメリットが生まれます。

* 専門性の高い回答： 研究所の事業や文化に特化した、深く正確な回答を得ることができます。一
般的なAIでは得られない、具体的な業務ノウハウや企業理念に基づいた知見が引き出せます。


* 機密性の確保： 外部に公開されていない社内情報や機密情報を安全に管理しつつ、AIの利便性を
享受できます。


* 未来への拡張性： 今後、この辞典をベースに、さらに高度な業務支援（例：新しい事業展開のア
イデア生成、トラブルシューティングの提案）などへと応用範囲を広げることが可能です。
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モリタ食材開発研究所が生成AI辞典を編集完成させたことは、単に情報を整理しただけでなく、
企業の「知識」を戦略的な資産として再定義し、未来の成長に向けて体系化した画期的な取り組
みです。

企業文化の継承、業務効率の向上、そしてAIを自社の知的基盤として活用する先駆的なモデルを構
築したことは、多くの企業にとって大きな示唆を与えるものと言えるでしょう。


◉モリタ食材開発研究所が生成AI辞典を編集完成させた意義と解説。
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